
















目的 

1.県単位レベルで行う先天異常発生モニタリングのシステムを追求する。 

2.継続調査中の新生児外表奇形の発生頻度を報告する。 

3.外表奇形など先天異常のアラーム情報の一方法としてαフェトプロテインの調査結果に

ついて報告する。 


